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論文内 容の要 1:::::. 
日

本研究は歯牙形成途上の歯芽における各種脱水素酵孟の局在牲を組織化学的に明らかにしたものであ

る。

従来より歯牙形成機序に関する研究は形態学的研究がその主流をなしていた。歯牙及び発育途上の歯芽

はその構造上の特殊性より直接生化学的研究方法を応用する _'Jj:は種々困難な問題があって現在この方面の

研究はあまり子がけられていない。この点生物学的概念を兼ねそなえた組織化学的研究方法を応用する事

が便利であって如何なる酵素が歯牙形成途上の細胞でどの程度に関係しているかと云う事を窺知ることが

可能である。 なお現在まで歯牙形成に関する組織化学的研究は多糖類， アノレカリ性 phosphatase を主と

する研究である。

本研究は近年，急速に開発された脱水素酵素の組織化学的証明法を発育歯芽に応用したもので， 各代謝

系の脱水素酵素と歯牙形成との関係について検討した。

胎生15-20日，生後 5 日迄のラット及び犬胎児を断頭後上下顎を分離し，新鮮材料を -200C の cryost

at で 12-18μ の切片とし Nitro BT を electron acceptor とする組織化学的証明方法を用い次の各種酵素

glyceraldehyde-3-phosphate dehydrogenase, lactic dehydrogenase, aconitase, TPN isocitric dehyｭ

drogenase, succinic dehydrogenase, malic dehydrogenase, glucose-6-phosphate dehydrogenase , 6-phosｭ

phogluconate dehydrogenase glutamic dehydrogenase, -゚hydroxybutyric dehydrogenase， α-glycerophos 

phate dehydrogenase, monoamine oxidase および cytochrome oxidase について検索を進めた結果，一般

に歯芽の各細胞では succinic dehydrogenase の反応が故も強く malic， lactic adehydrogenase, conitase が

これに続き，次いで glucose-6-phosphate dehydrogenase で glutamic， α-glycerophosphate dehydrogeｭ

nase, cytochrome oxidase は比較的弱く glyceraldehyde-3-phosphate, 6-phosphogluconate, -゚hydroxｭ

ybutyric dehydrogenase, monoamine oxidase は非常に弱い。
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他方，発育途上の歯芽は未分化な dental epithelium, stellate reticulum，歯髄の基底部では反応が弱

く，分化した ameloblast， odontoblast 並びに stratum intermedium ではその酵素反応が増加する。特

に分化した ameloblast における酵素反応は基底側即ち， stratum intermedium Iこ接する部分が強い。

発育歯芽における脱水素酵素はその局在及び酵素反応の近似性等より二つの傾向がみられた口

1 : Lactic, succinic, malic, glucose-6-phosphate dehydrogenase, aconitase, cytochrome oxidaseは

未分化の dental epithelieum では弱く，よく分化した高円柱細胞において最も強い。 即ち，細胞の分化

に従い酵素反応が増加するものでこれらの酵素群は主として mitochondria 系呼吸酵素で酵素反応の強弱

は mitochondria の消長と略一致する枚である。 Ameloblast に援する stratum intermedium の細胞に

おける乙れら酵素反応は ameloblast の基底部の活性に類似した消長を示し， との両細胞はかなり密技な

関係にもるものと考えられる。

n : Glyceraldehyde-3-phosphate, TPN-isocitric, 6-phosphogluconate, glutamic ， α-glycerophosp・

hate, -゚hydroxybutyric dehydrogenase, monoamine oxidase は未分化の dental epithelium からよく

分化した納胞に至る間における組織化学的酵素反応が殆んど変化しない。 換言するととれらに属する酵素

は細胞の分化に関係なく一定の反応を示すものである。

論文の審査結果の要旨

エナメノレ質， 象牙質等の歯牙形成機序に関する研究は従来より主として形態学的研究が行われて来た口

近年，生化学，酵素化学の進展著しいにもかかわらずこの方面の研究はほとんど行われていない。

この論文は歯牙形成時の各種脱水素酵素を組織化学的に研究したものであり， 発育歯牙の各細胞は種々

な代謝系に関与する脱水素酵素群を保有し， それら酵素群の局在性及び反応の近似性等より二つの傾向に

大別している。

1 lactic, succinic, malic, glucose-6-phosphate dehydrogenase, aconitase, cytochrome oxidase は

dental epithelium では弱くその分化に得い組織化学的に酵素反応が増加している。

n glyceraldehyde-3-phosphate, TPN-isocitric, 6-phosphogluconate, glutamic， α-glycerop hosp hate, 

-゚hydroxybutyric dehydrogenase, monoamine oxidase は dental epithelium の分化に関係なく細胞内

酵素反応が殆んど変化しないものとしている。

本研究に於いて述べている上記の椋な基礎的な所見は amelogenesis， den tinogenesis と脱水素酵素との

関連性を示唆し，歯牙形成過程の解明に貢献する所が大きい。
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